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第四巻 目次

                              頁数 

    第 1話 室町
むろまち

幕府
ば く ふ

の盛時
せ い じ

           6        

           足利氏の開いた室町幕府は義
よし

満
みつ

の時代が最も盛んでしたが、それには管
かん

領
れい 

細
ほそ

川
かわ

頼
より

之
ゆき

 

の補佐
ほ さ

の功
こう

が多かった。 義
よし

満
みつ

は奢
おご

りを極
きわ

め、僣
せん

上
じょう

な 行
おこな

いが多かった上に、我が国体
こくたい

を 

も 蔑
ないがし

ろにした。 

第２話  関
かん

東
とう

管
かん

領
れい

と永
えい

享
きょう

の乱
らん

          4         

      東国を治
おさ

めるために置いた鎌倉の関東
かんとう

管領
かんれい

が、勢力を得るにつれて京都の本家
ほんけ

を軽
かろ

ん 

じて、事毎
ことごと

に幕府に反対するようになる。 終
つ

いに、ここでも足利氏に付
つ

き物
もの

の内輪
うちわ

喧嘩
げんか

を 

始めて、やがて関東管領家は亡
ほろ

びる。 

第３話 嘉
か

吉
きつ

の乱
らん

と幕
ばく

府
ふ

の衰
すい

微
び

             5       

       将軍 義持
よしもち

の時からすでに 衰
おとろ

え始
はじ

めた室町幕府は、義教
よしのり

が殺され、義
よし

政
まさ

が悪政
あくせい

を行 

うに及んで全く 衰
おとろ

える。 そのころの通用語
つうようご

であった「 下克上
げこくじょう

 」が示
しめ

しているように、 

到
いた

る 処
ところ

で下
しも

の者が上
かみ

を凌
しの

ぐようになる。 

第４話 応
おう

仁
にん

の乱
らん

                    11 

 幕府の威
い

信
しん

が失
う

せて
て

、権
けん

臣
しん

の跋
ばっ

扈
こ

を制
せい

することが出来なくなったために、彼等同士の 

あいだの反目、確執
かくしつ

が烈
はげ

しくなり、それに将軍家及び管領家の家
か

督
とく

争
あらそ

いが絡
から

んで、ついに 

応仁の大乱となる。 

第５話 室
むろ

町
まち

時
じ

代
だい

の文
ぶん

化
か

             6 

       戦乱の世であったにもかかわらず、ある種
しゅ

の文物
ぶんぶつ

は進歩
しんぽ

した。 この時代の特色は、 

鎌倉時代の剛健
ごうけん

な気風
きふう

が失
u

せたあとに 京
きょう

風
ふう

の優
ゆう

美
び

さが加
くわ

わって、一種の淡
たん

白
ぱく

な 消
しょう

極
きょく

的
てき

 

なものとなったところにある。 

第６話 関
かん

東
とう

の動
どう

乱
らん

              5       

       群雄
ぐんゆう

の割拠
かっきょ

に先
さ

きだち、関東が分裂
ぶんれつ

して、足利氏は古河
こ が

公方
くぼう

と堀越
ほりこし

公方
くぼう

とに分かれる。 

管
かん

領
れい

家の執
しつ

事
じ

である上杉氏もまた山 内
やまのうち

と 扇 谷
おうぎがやつ

の二家に分かれて、互
たが

いに勢
せい

力
りょく

を 争
あらそ

う。 

第７話 後
ご

北
ほう

條
じょう

氏
し

の崛
くっ

起
き

               6    

       関東の動乱の中に一介
いっかい

の浪人
ろうにん

が飛
と

び込
こ

んで、 忽
たちま

ちめきめきと 頭
あたま

を擡
もた

げる。  

北
ほう

條
じょう

早
そう

雲
うん

の出
しゅ

世
っせ

がこれで、その子
し

孫
そん

は、ついに関東地方の大半を治
おさ

めるようになる。 

第８話 両
りょう

上
うえ

杉
すぎ

の滅
めつ

亡
ぼう

                7   



 iv 

       新
しん

興
こう

の北條氏にますます圧迫された 両
りょう

上杉氏は、同
どう

族
ぞく

相
あい

争
あらそ

うことの不
ふ

利
り

を悟
さと

って、 

相和
あいわ

して敵に当ったが、時すでに遅く、ついに全く戦いに敗れて、 扇
おうぎ

谷
やつ

家
け

が先
ま

づ亡
ほろ

び、 

ついで 山
やまの

内
うち

家
け

もまた亡びる。 

第９話 上杉
うえすぎ

謙
けん

信
しん

と武田
た け だ

信
しん

玄
げん

            15  

         義侠
ぎきょう

に富
と

んだ越
えち

後
ご

の謙
けん

信
しん

と智
ち

謀
ぼう

に長
た

けた甲
か

斐
い

の信
しん

玄
げん

とが、しばしば戦って、 

ついに川
かわ

中
なか

島
じま

の 戦
たたか

い。 両人共に上京の 志
こころざし

を抱
いだ

きながら、互いに相
あい

妨
さまた

げられて、 

ついにその志を果
は

たさずに終わる。 

第 10 話 毛
もう

利
り

氏
し

の興
こう

起
き

           10    

        川中島の第一回戦と同じ年に起こった安芸
あ き

の 厳
いつく

島
しま

の戦い。 名族の大
おお

内
うち

氏及び 

尼
あま

子
こ

氏を 忽
たちま

ちのうちに滅
ほろ

ぼして、毛
もう

利
り

元
もと

就
なり

が十余カ国の領主となる。 

第 11 話 京都
きょうと

の疲弊
ひ へ い

            7     

        豪族
ごうぞく

の割拠
かっきょ

が全国にわたって、幕府の威令
いれい

が全く行われなくなったために、朝廷の 

御 衰
おとろ

えも 甚
はなは

だしかったが、歴代
れきだい

の天皇は、そういう際にもなお 専
もっぱ

ら万
ばん

民
みん

をあわれみられた。 

第 12 話 邦
ほう

人
じん

の海
かい

外
がい

進
しん

出
しゅつ

              2   

        中国人が大いにおそれた倭寇
わこう

 

第 13 話 西
せい

洋
よう

人
じん

の渡
と

来
らい

           14      

      見
み

慣
な

れぬ船
ふね

が大
おお

隈
すみ

の種
たね

子
が

島
しま

に 漂
ひょう

着
ちゃく

する。ポルトガル人から鉄砲
てっぽう

が伝わる。 

第 14 話 キリスト 教
きょう

の伝来
でんらい

              4 

        イスパニアの宣教師
せんきょうし

からキリスト教が伝わる、 主として九州地方に迅
じん

速
そく

に大いに 

広
ひろ

まる。  

第 15 話 織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

の 入
にゅう

京
きょう

            9     

        桶
おけ

狭
はざ

間
ま

の一戦に今
いま

川
がわ

義
よし

元
もと

の大軍を破って、頓
とみ

に武
ぶ

名
めい

をあげた織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

が、 

戦国時代の英雄の理想を真
ま

っ先
さき

に実現して入京する、信長の勤王
きんのう

。 

第 16 話 足利
あしかが

将軍
しょうぐん

の滅亡
めつぼう

             16      

        しだいに近畿の諸国を平定
へいてい

して、信長
のぶなが

の威名
いめい

がますます高くなると、将軍義
よし

昭
あき

は 

自分の地位に不安を感じて、信長を除
のぞ

こうとする。 しかし、却
かえ

って逐
お

われて、 

室町幕府は名
めい

実
じつ

共
とも

に亡
ほろ

ぶ。 

第 17 話 織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

の四
し

方
ほう

征
せい

伐
ばつ

            6   

        足利氏が亡びると、信長が代
か

わって天下の政治を執
と

ることとなる。 彼は城を近
おう

江
み

の 



 v 

安
あ

土
づち

に築
きづ

いて、更に広く遠く四
し

方
ほう

の征
せい

伐
ばつ

を始める。 

第 18 話 本能寺
ほんのうじ

の変
へん

                  4 

   すでに武田氏を滅ぼして、東方を平定した信長は、まさにその勢いを以って西南の 

征服に向おうとする。 しかし、たまたま明
あけ

智
ち

光
みつ

秀
ひで

のために弑
しい

せられて、全国平定の 業
ぎょう

 

が半
なか

ばにして挫
くじ

ける。    

第 19 話 山
やま

崎
ざき

の 戦
たたか

い              5       

        備 中
びっちゅう

にいた羽柴
はしば

秀
ひで

吉
よし

が、疾風
しっぷう

の如
ごと

くに兵を収
おさ

めて東
とう

上
じょう

して、山城
やましろ

の山崎
やまざき

に 逆
ぎゃく

心
しん

 

明
あけ

智
ち

光
みつ

秀
ひで

を破
やぶ

る。 秀吉の威名
いめい

が一時にあがる。 

第 20 話  賤
しづが

嶽
だけ

の 戦
たたか

い            5       

        兄の信
のぶ

雄
お

と互いに権
けん

を 争
あらそ

った織
お

田
だ

信
のぶ

孝
たか

と共に、秀
ひで

吉
よし

の威
い

名
めい

を忌
い

んで除
のぞ

こうとした 

柴田
しばた

勝家
かついえ

が、 賤
しづか

嶽
だけ

の 戦
たたか

いに敗れて、亡
ほろ

ぶと、その後はもはや織田氏の武将で秀吉に 

対抗
たいこう

する者が無くなる。  

第 21 話 豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

の国
こく

内
ない

統
とう

一
いつ

          11 

   秀吉は堅固
けんご

な城を大阪に築いて、ここを根拠地
こんきょち

とする。 南に、北に、西に、東に、 

あるいは兵を出し、あるいは 親
みづか

ら征
せい

して、たちまち全国を平定
へいてい

する。  

久しぶりに見る 昇
しょう

平
へい

の日、 秀吉の勤
きん

王
のう

と栄
えい

達
たつ

。 

第 22 話 豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

の 朝
ちょう

鮮
せん

征
せい

伐
ばつ

               8 

        国内が平定すると、秀吉は眼を海外に向ける。 文
ぶん

禄
ろく

の役
えき

。 慶
けい

長
ちょう

の役
えき

。  

大いに 朝
ちょう

鮮
せん

を征
せい

伐
ばつ

して、戦いに勝つが、外交
がいこう

に敗
やぶ

れて、ついにその目的を達する 

ことは出来ずに終わるが、国威
こくい

を海外
かいがい

に発揚
はつよう

した。 

 

 


